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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＬＥＤを光源とするバックライトを備えた液晶表示装置において、
赤色を発光するＲ－ＬＥＤと緑色を発光するＧ－ＬＥＤと青色を発光するＢ－ＬＥＤの３
つのＬＥＤ素子を１ユニットとしたＲＧＢ－ＬＥＤ複合体と、
前記ＲＧＢ－ＬＥＤ複合体の前記Ｒ－ＬＥＤ、前記Ｇ－ＬＥＤ、前記Ｂ－ＬＥＤのいずれ
かが故障したとき該故障を検出し故障検出信号を出力する故障検出回路と、
前記故障検出回路の故障検出信号に基づき故障した前記ＲＧＢ－ＬＥＤ複合体の全てのＬ
ＥＤの電流を遮断して消灯する電流遮断手段を備えたことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記故障検出回路は、前記Ｒ－ＬＥＤ、前記Ｇ－ＬＥＤ、前記Ｂ－ＬＥＤのそれぞれに
対応して故障を検出し故障検出信号を出力する第１乃至第３の検出回路を備え、
前記電流遮断手段は、前記第１乃至第３の故障検出回路のいずれかが出力する故障検出信
号により前記ＲＧＢ－ＬＥＤ複合体の全てのＬＥＤの電流を遮断して消灯することを特徴
とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記バックライトは、前記ＲＧＢ－ＬＥＤ複合体と、第１乃至第３の検出回路と、電流
遮断手段とを含んだＬＥＤユニットを、電源に対して並列に複数個接続し、液晶表示パネ
ルの背面に平面上に配置した直下式バックライトであることを特徴とする請求項２に記載
の液晶表示装置。
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【請求項４】
　前記バックライトは、前記ＲＧＢ－ＬＥＤ複合体と、第１乃至第３の検出回路と、電流
遮断手段とを含んだＬＥＤユニットを、電源に対して並列に複数個接続し、液晶表示パネ
ルの背面に配置された導光板の方向に光を照射するように、前記導光板の側面に配置した
サイドライト方式バックライトであることを特徴とする請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記Ｒ－ＬＥＤ、前記Ｇ－ＬＥＤ、前記Ｂ－ＬＥＤのそれぞれに、それぞれ異なる前記
故障検出回路と前記電流遮断手段を直列に接続して３つの直列体を構成し、該３つの直列
体を電源に並列接続したことを特徴とする請求項１乃至請求項４のいずれか一項に記載の
液晶表示装置。
【請求項６】
　前記ＲＧＢ－ＬＥＤ複合体は光を拡散する光拡散板を備えたことを特徴とする請求項１
乃至請求項５のいずれか一項に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記ＲＧＢ－ＬＥＤ複合体に前記故障検出回路と前記電流遮断手段を一体化してモジュ
ール化したことを特徴とする請求項１乃至請求項６のいずれか一項に記載の液晶表示装置
。
【請求項８】
　前記電流遮断手段は、前記Ｒ－ＬＥＤ、前記Ｇ－ＬＥＤ、前記Ｂ－ＬＥＤのそれぞれの
電流を独立に制御して前記ＲＧＢ－ＬＥＤ複合体の発光色の色調を変化させる電流制御手
段であることを特徴とする請求項１乃至請求項７のいずれか一項に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　ＬＥＤを光源とするバックライトを備えた液晶表示装置のバックライト制御方法におい
て、
赤色を発光するＲ－ＬＥＤと緑色を発光するＧ－ＬＥＤと青色を発光するＢ－ＬＥＤの３
つのＬＥＤ素子を１ユニットとしたＲＧＢ－ＬＥＤ複合体を複数配列し、
前記ＲＧＢ－ＬＥＤ複合体の１ユニット内で前記Ｒ－ＬＥＤ、前記Ｇ－ＬＥＤ、前記Ｂ－
ＬＥＤのいずれかが故障したとき該故障を検出し、
前記故障検出に基づき、故障した前記ＲＧＢ－ＬＥＤ複合体の１ユニット内の全てのＬＥ
Ｄの電流を遮断して消灯することを特徴とする液晶表示装置のバックライト制御方法。
【請求項１０】
　前記Ｒ－ＬＥＤ、前記Ｇ－ＬＥＤ、前記Ｂ－ＬＥＤのそれぞれに対応して故障を検出し
、
前記故障が検出されたことに応答して前記ＲＧＢ－ＬＥＤ複合体の１ユニット内の全ての
ＬＥＤの電流を遮断して消灯することを特徴とする請求項９に記載の液晶表示装置のバッ
クライト制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置、及びＬＥＤバックライト制御方法に係り、特にＬＥＤバック
ライトのＬＥＤ素子が故障してもホワイトバランスを破綻させないようにしたＬＥＤバッ
クライト制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置のバックライトには、冷陰極管やＬＥＤが光源として用いられている。Ｌ
ＥＤ光源は赤色（以下Ｒと略称する）、緑色（以下Ｇと略称する）、青色（以下Ｂと略称
する）を発光するＬＥＤ素子を複数組み合わせて白色光源となるようにしている。また、
ＬＥＤ光源はＲ、Ｇ、Ｂを発光するそれぞれのＬＥＤ素子の輝度を調整することにより色
調を変化させ、演色効果を出すことができるなどの特徴があるので最近多く用いられるよ
うになってきた。
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【０００３】
　また、液晶表示装置に用いられているバックライトの照射方式には、光源の光を液晶表
示パネルの背面から直接照射する直下方式（従来技術の例として特許文献１の実開昭６３
－４３１７７号公報がある）と、光源の光を導光板を介して液晶表示パネルに照射するサ
イドライト方式（或いはエッジライト方式；従来技術の例として特許文献２の特開２００
４－３３３５８３号公報がある）があり、現在、サイドライト方式が多く用いられている
が、直下方式は画面の一部分の輝度、色を制御できるので、最近、直下方式が注目される
ようになってきている。
【０００４】
　特許文献１の従来技術は、Ｒ、Ｇ、ＢのＬＥＤ素子を複数個平面状に配置し、出力光を
光拡散板で拡散させて面発光体としたものである。各ＬＥＤ素子はリード板上にアノード
が共通な状態で複数個を直列かつ並列にダイボンド及びワイヤボンドされ、光が拡散する
ように樹脂モールドされている。
　特許文献２の従来技術は、Ｒ、Ｇ、ＢのＬＥＤ素子を１チップにした複数のＬＥＤチッ
プを複数のグループに分け、導光板のサイドに略一様に分布させて配置させ、各グループ
ごとにＬＥＤ素子を一括点灯／一括消灯するように制御している。
【特許文献１】実開昭６３－４３１７７号公報
【特許文献２】特開２００４－３３３５８３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記従来技術の液晶表示装置におけるＬＥＤ光源を使用したバックライ
トは、Ｒ、Ｇ、ＢのいずれかのＬＥＤ素子が故障すると、故障したＬＥＤの色が抜けるこ
とによりその周辺のバックライトの色が大きく変化し、ホワイトバランスが崩れてしまう
問題があった。
　本発明の目的は、上記問題点に鑑み、ＬＥＤ光源を使用したバックライトのＲＧＢのい
ずれかのＬＥＤ素子が故障した場合、その周辺のホワイトバランスを崩さないようにした
液晶表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の請求項１に係る発明の要旨は、ＬＥＤを光源とするバックライトを備えた液晶
表示装置において、赤色を発光するＲ－ＬＥＤと緑色を発光するＧ－ＬＥＤと青色を発光
するＢ－ＬＥＤの３つのＬＥＤ素子を１ユニットとしたＲＧＢ－ＬＥＤ複合体と、前記Ｒ
ＧＢ－ＬＥＤ複合体の前記Ｒ－ＬＥＤ、前記Ｇ－ＬＥＤ、前記Ｂ－ＬＥＤのいずれかが故
障したとき該故障を検出し故障検出信号を出力する故障検出回路と、前記故障検出回路の
故障検出信号に基づき故障した前記ＲＧＢ－ＬＥＤ複合体の全てのＬＥＤの電流を遮断し
て消灯する電流遮断手段を備えたことを特徴とする液晶表示装置に存する。
　また、本発明の請求項２に係る発明の要旨は、前記故障検出回路は、前記Ｒ－ＬＥＤ、
前記Ｇ－ＬＥＤ、前記Ｂ－ＬＥＤのそれぞれに対応して故障を検出し故障検出信号を出力
する第１乃至第３の検出回路を備え、前記電流遮断手段は、前記第１乃至第３の故障検出
回路のいずれかが出力する故障検出信号により前記ＲＧＢ－ＬＥＤ複合体の全てのＬＥＤ
の電流を遮断して消灯することを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置に存する。
　また、本発明の請求項３に係る発明の要旨は、前記バックライトは、前記ＲＧＢ－ＬＥ
Ｄ複合体と、第１乃至第３の検出回路と、電流遮断手段とを含んだＬＥＤユニットを、電
源に対して並列に複数個接続し、液晶表示パネルの背面に平面上に配置した直下式バック
ライトであることを特徴とする請求項２に記載の液晶表示装置に存する。
　また、本発明の請求項４に係る発明の要旨は、前記バックライトは、前記ＲＧＢ－ＬＥ
Ｄ複合体と、第１乃至第３の検出回路と、電流遮断手段とを含んだＬＥＤユニットを、電
源に対して並列に複数個接続し、液晶表示パネルの背面に配置された導光板の方向に光を
照射するように、前記導光板の側面に配置したサイドライト方式バックライトであること
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を特徴とする請求項２に記載の液晶表示装置に存する。
　また、本発明の請求項５に係る発明の要旨は、前記Ｒ－ＬＥＤ、前記Ｇ－ＬＥＤ、前記
Ｂ－ＬＥＤのそれぞれに、それぞれ異なる前記故障検出回路と前記電流遮断手段を直列に
接続して３つの直列体を構成し、該３つの直列体を電源に並列接続したことを特徴とする
請求項１乃至請求項４のいずれか一項に記載の液晶表示装置に存する。
　また、本発明の請求項６に係る発明の要旨は、前記ＲＧＢ－ＬＥＤ複合体は光を拡散す
る光拡散板を備えたことを特徴とする請求項１乃至請求項５のいずれか一項に記載の液晶
表示装置に存する。
　また、本発明の請求項７に係る発明の要旨は、前記ＲＧＢ－ＬＥＤ複合体に前記故障検
出回路と前記電流遮断手段を一体化してモジュール化したことを特徴とする請求項１乃至
請求項６のいずれか一項に記載の液晶表示装置に存する。
　また、本発明の請求項８に係る発明の要旨は、前記電流遮断手段は、前記Ｒ－ＬＥＤ、
前記Ｇ－ＬＥＤ、前記Ｂ－ＬＥＤのそれぞれの電流を独立に制御して前記ＲＧＢ－ＬＥＤ
複合体の発光色の色調を変化させる電流制御手段であることを特徴とする請求項１乃至請
求項７のいずれか一項に記載の液晶表示装置に存する。
　また、本発明の請求項９に係る発明の要旨は、ＬＥＤを光源とするバックライトを備え
た液晶表示装置のバックライト制御方法において、赤色を発光するＲ－ＬＥＤと緑色を発
光するＧ－ＬＥＤと青色を発光するＢ－ＬＥＤの３つのＬＥＤ素子を１ユニットとしたＲ
ＧＢ－ＬＥＤ複合体を複数配列し、前記ＲＧＢ－ＬＥＤ複合体の１ユニット内で前記Ｒ－
ＬＥＤ、前記Ｇ－ＬＥＤ、前記Ｂ－ＬＥＤのいずれかが故障したとき該故障を検出し、前
記故障検出に基づき、故障した前記ＲＧＢ－ＬＥＤ複合体の１ユニット内の全てのＬＥＤ
の電流を遮断して消灯することを特徴とする液晶表示装置のバックライト制御方法に存す
る。
　また、本発明の請求項１０に係る発明の要旨は、前記Ｒ－ＬＥＤ、前記Ｇ－ＬＥＤ、前
記Ｂ－ＬＥＤのそれぞれに対応して故障を検出し、前記故障が検出されたことに応答して
前記ＲＧＢ－ＬＥＤ複合体の１ユニット内の全てのＬＥＤの電流を遮断して消灯すること
を特徴とする請求項９に記載の液晶表示装置のバックライト制御方法に存する。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、Ｒ、Ｇ、ＢのＬＥＤ素子を３個１纏めにしたＬＥＤ複合体とし、この
ＬＥＤ複合体を複数配列したバックライト光源において、上記ＬＥＤ複合体内のＲ、Ｂ、
ＧいずれかのＬＥＤ素子が故障した場合、上記ＬＥＤ複合体のＲ、Ｂ、Ｇ全てのＬＥＤ素
子を消灯させることにより、ホワイトバランスを崩さないようにしてその症状の認識正を
緩和することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　次に、本発明を実施するための最良の形態を、図面を参照して具体的に説明する。
（第１の実施の形態）
　図１は、本発明による液晶表示装置の具体的な実施の形態を示したもので、直下方式バ
ックライトに本発明を適用したときのカラー液晶表示装置の概略断面図である。
【０００９】
　図１において、１は液晶表示パネルを示す。２は光学シートであり、バックライト光源
からの光の位相合わせや輝度むら補正などを行う複数のシートからなっている。３はバッ
クライト光源からの光を拡散させる光拡散板である。４はプリント配線基板であり、バッ
クライト用のＬＥＤ素子を搭載している。９はＲ、Ｇ、Ｂの３つのＬＥＤ素子を１ユニッ
トとしたＬＥＤ複合体（以下ＲＧＢ－ＬＥＤ複合体という）である。ＲＧＢ－ＬＥＤ複合
体９はプリント配線基板４上にマトリックス状に配置されている。各ＬＥＤ素子には後述
する故障検出回路６－１～６－３、電流制御回路７－１～７－３が接続されるが、これら
がプリント配線基板４の裏側に各ＲＧＢ－ＬＥＤ複合体９に対応して搭載されている。プ
リント配線基板４に搭載されたＲＧＢ－ＬＥＤ複合体９、故障検出回路６－１～６－３、
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電流制御回路７－１～７－３は平面状に複数配列されてバックライト光源８を構成してい
る。
【００１０】
　図２は、図１のＡ－Ａ’で示した矢視図、すなわち液晶表示装置の液晶表示パネル１側
から見たバックライト光源８を示している。図２において図１と同符号のものは同じもの
を示している。図２において５はＲＧＢ－ＬＥＤ複合体９、故障検出回路６－１～６－３

、電流制御回路７－１～７－３を一纏めにしたＬＥＤ制御単位（以下ＬＥＤユニットとい
う）である。
【００１１】
　１０は電源を示す。ＬＥＤユニット５のそれぞれはプリント配線基板４上で電源１０に
並列に接続されている。なお、図２ではＬＥＤユニット５が縦横にマトリックス状に配列
されているが、この配列はこれに限定されることなく、千鳥状に配列するなどしてもよい
。また、図２の配線は実際の配線形状を示すものではない。例えばプリント配線基板４を
多層基板としていわゆる”べたパターン”とすることができる。
【００１２】
　図３はＲＧＢ－ＬＥＤ複合体９を拡大して示したものである。Ｒを発光するＬＥＤ素子
（以下Ｒ－ＬＥＤという）１１、Ｇを発光するＬＥＤ素子（以下Ｇ－ＬＥＤという）１２
、Ｂを発光するＬＥＤ素子（以下Ｂ－ＬＥＤという）１３の各ＬＥＤ素子が図３に示され
るように３つ纏めて樹脂１４でモールドされている。
【００１３】
　図４は図３におけるＣ矢視図である。図４において、図３と同符号のものは同じものを
示している。図４において１５は光拡散板であり、ＲＧＢ－ＬＥＤ複合体９自体でＬＥＤ
からの光を拡散するようになっている。すなわち、ＲＧＢ－ＬＥＤ複合体９の光は拡散板
１５で拡散されて、更に光拡散板３で拡散されるようになっている。１６～１９はＲＧＢ
－ＬＥＤ複合体９の接続端子であり、プリント配線基板４に半田付けされるようになって
いる。なお、樹脂１４に光拡散作用を持つ樹脂を使用してもよい。
【００１４】
　図５はＬＥＤユニット５の構成と、ＬＥＤユニット５に対する電源の接続関係、及びバ
ックライト調整用マイコン２０との接続関係を示したものである。電源１０の正極側はＬ
ＥＤユニット５内のＲＧＢ－ＬＥＤ複合体９の端子１６に接続される。ＲＧＢ－ＬＥＤ複
合体９はＲ－ＬＥＤ１１、Ｇ－ＬＥＤ１２、Ｂ－ＬＥＤ１３のアノードが共通に接続され
端子１６に接続されている。また、Ｒ－ＬＥＤ１１のカソードは端子１７に接続されてい
る。また、Ｇ－ＬＥＤ１２のカソードは端子１８に接続されている。また、Ｂ－ＬＥＤ１
３のカソードは端子１９に接続されている。また、各ＬＥＤのカソードと電源１０の負極
側の間には故障検出回路６－１～６－３、電流制御回路７－１～７－３が直列接続されて
いる。
【００１５】
　このようにＲ－ＬＥＤ１１、Ｇ－ＬＥＤ１２、Ｂ－ＬＥＤ１３の各カソードからそれぞ
れ独立して端子１７～１９を出すことによりＲ－ＬＥＤ１１、Ｇ－ＬＥＤ１２、Ｂ－ＬＥ
Ｄ１３の電流を電流制御回路７－１～７－３でそれぞれ独立して制御できるようになって
いる。また、プリント配線基板４上に平面状に複数配列された各ＬＥＤユニット５は電源
１０に対し並列に接続され、他のＬＥＤユニット５が故障しても自ＬＥＤユニット５に印
加される電圧に影響がないようにしてある。
【００１６】
　例えば特許文献１に示されるように、ＬＥＤを電源に対し直列に接続してしまうと、各
ＬＥＤに電流が独立して制御できないばかりか、いずれかのＬＥＤが断線すると、直列接
続された全てのＬＥＤに電流が流れなくなり、１つのＬＥＤの故障の影響が拡大してしま
う。このように、本実施の形態によるＬＥＤユニット５は、ＬＥＤユニット５内のＲ－Ｌ
ＥＤ１１、Ｇ－ＬＥＤ１２、Ｂ－ＬＥＤ１３のそれぞれについて、他のＬＥＤユニット５
の影響を受けることなく独立に電流制御が行えるようになっている。
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【００１７】
　２０はバックライト調整用マイコンであり、ＬＥＤユニット５内の各電流制御回路７－

１～７－３に電流制御信号を与え、ＬＥＤに流れる電流が指令された電流になるように制
御する。この電流制御により、Ｒ－ＬＥＤ１１、Ｇ－ＬＥＤ１２、Ｂ－ＬＥＤ１３の各電
流が調整され、色調を変えることができる。例えばホワイトバランスをとるためには、各
ＬＥＤの輝度が同じになるように電流を流せばよい。また、多少赤味を付けた光源とする
ためにはＲ－ＬＥＤ１１の輝度がＧ－ＬＥＤ１２、Ｂ－ＬＥＤ１３に対し多少多くなるよ
うに電流を調整すればよい。このようにバックライト調整用マイコン２０の指令により電
流制御回路７－１～７－３を調整すれば、好みの色に色調を変えることができるようにな
っている。なお、バックライト調整用マイコン２０は図１、図２では図示を省略している
。
【００１８】
　また故障検出回路６－１～６－３がＲ－ＬＥＤ１１、Ｇ－ＬＥＤ１２、Ｂ－ＬＥＤ１３
のそれぞれに接続されており、Ｒ－ＬＥＤ１１、Ｇ－ＬＥＤ１２、Ｂ－ＬＥＤ１３のそれ
ぞれについて故障検出が行えるようになっている。
【００１９】
　ＬＥＤが断線した場合には流れる電流が０となり、短絡した場合は正常時を超える電流
が流れるので、故障検出として正常時に流れる電流に対し５０％～１５０％程度の電流を
正常値の範囲として予め判定領域を定めておき、流れる電流がこの判定領域をはずれた場
合にＬＥＤが故障したと判定する。この場合、電流値を電圧値に変換して判定領域を決め
ることができる。なお、上記正常値の範囲として挙げた５０％～１５０％の判定値はＬＥ
Ｄの特性に合わせて適宜変えればよい。そして、この予め定めた判定領域を故障検出回路
６－１～６－３に記憶しておき、故障検出回路６－１～６－３は流れる電流を検出して上
記判定領域をはずれた場合に故障信号を出力する。
【００２０】
　このように、いずれかのＬＥＤが故障すると、このＬＥＤに接続された対応する故障検
出回路６－１～６－３で故障が検出され、この故障信号はＲ－ＬＥＤ１１、Ｇ－ＬＥＤ１
２、Ｂ－ＬＥＤ１３のそれぞれに接続された電流制御回路７－１～７－３の全てに出力さ
れる。この故障信号を受け取った電流制御回路７－１～７－３は、ＬＥＤの電流を遮断す
るように動作する。
【００２１】
　したがって本実施の形態によれば、ＬＥＤユニット５内のＲ－ＬＥＤ１１、Ｇ－ＬＥＤ
１２、Ｂ－ＬＥＤ１３いずれかのＬＥＤが故障すると、ＬＥＤユニット５内の全てのＬＥ
Ｄの電流が遮断され、このＬＥＤユニット５内のＬＥＤが全て消灯する。このとき光拡散
板３、１５の効果により、故障したＬＥＤユニット５の周囲のＬＥＤユニット５から光が
拡散して来るので、故障した部分はわずかに暗くなる程度である。すなわち、Ｒ－ＬＥＤ
１１、Ｇ－ＬＥＤ１２、Ｂ－ＬＥＤ１３のいずれかが故障したときに、例えばＲ－ＬＥＤ
１１が消灯し、Ｇ－ＬＥＤ１２、Ｂ－ＬＥＤ１３が点灯しているとホワイトバランスが崩
れてしまうが、本実施の形態では全てのＬＥＤを消灯させるので、ホワイトバランスは崩
れない。そして、このとき故障したＬＥＤユニット５の部分とその周辺がわずかに暗くな
る程度で、一つのＬＥＤが壊れてホワイトバランスが崩れるよりも目視したときの症状が
緩和される。
【００２２】
　以上第１の実施の形態の説明で、故障検出回路６－１～６－３、電流制御回路７－１～
７－３のＩＣを図１のようにＲＧＢ－ＬＥＤ複合体９に対しプリント配線基板４の反対側
に搭載した例を示したが、ＲＧＢ－ＬＥＤ複合体９と同一面としても良い。
【００２３】
　また、故障検出回路６－１～６－３、電流制御回路７－１～７－３をＲＧＢ－ＬＥＤ複
合体９内に樹脂モールド成形して一体化し、モジュール化しても良い。このようにすれば
単品として扱えるので取り扱い性がよくなる。
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【００２４】
（第２の実施の形態）
　図６は、サイドライト方式バックライトの液晶表示装置に本発明を適用した第２の実施
の形態を示したもので、液晶表示装置の概略断面図を示している。
【００２５】
　図６において、３１は液晶表示パネルを示す。３２は光学シートであり、バックライト
光源からの光の位相合わせや輝度むら補正などを行う複数のシートからなっている。３３
はバックライト光源からの光を拡散させる光拡散板である。３４は導光板である。３５は
反射シートである。３６は第１の実施の形態のＬＥＤユニット５と同じく、ＲＧＢ－ＬＥ
Ｄ複合体９、故障検出回路６－１～６－３、電流制御回路７－１～７－３を一纏めにした
ＬＥＤユニットである。ＬＥＤユニット３６からの光は導光板の方向に照射され、この照
射光は反射板３５により液晶表示パネル３１の方向に反射される。
【００２６】
　図７はＤ－Ｄ’矢視図である。３０は電源である。ＬＥＤユニット３６が導光板３４の
図面左サイドに電源３０に対し複数個、並列接続されている。
【００２７】
　本実施の形態も第１の実施の形態と同様、ＬＥＤユニット３６内のＲ、Ｇ、Ｂいずれか
のＬＥＤが故障すると、ＬＥＤユニット３６内の全てのＬＥＤを消灯するように制御され
る。このとき、光拡散板１５、３３の効果により、故障したＬＥＤユニット３６の周囲の
他のＬＥＤユニット３６から光が拡散して来るので、故障した部分はわずかに暗くなる程
度である。したがって、一つのＬＥＤが壊れてホワイトバランスが崩れるよりも目視した
ときの症状が緩和される。
【００２８】
　第１の実施の形態が平面にＬＥＤを配置した光源であるのに対し、本実施の形態は、導
光板３４の横方向から光を照射するので、ＬＥＤユニット３６のどれかを消灯すると、横
方向に線状に暗くなる傾向があるが、これを緩和するために導光板３４の対向するサイド
にもＬＥＤユニット３６を同様に複数配置する、あるいは導光板３４の直角方向のサイド
にもＬＥＤユニット５を配置するなどすれば、故障した部分の暗さは殆ど気にならない程
度に緩和される。
【００２９】
　本実施の形態も、ＬＥＤユニット３６内のＲ、Ｇ、ＢいずれかのＬＥＤが故障すると、
ＬＥＤユニット３６内の全てのＬＥＤを消灯するように制御されるので、ホワイトバラン
スは崩れない。そして、このとき故障したＬＥＤユニット３６の部分とその周辺がわずか
に暗くなる程度で、一つのＬＥＤが壊れてホワイトバランスが崩れるよりも目視したとき
の症状が緩和される。
【００３０】
（第３の実施の形態）
　図８はＬＥＤの故障検出回路６－１～６－３を挿入する位置を図５に示した回路に対し
変更した第３の実施の形態を示している。
【００３１】
　本実施の形態では、図５のＲＧＢ－ＬＥＤ複合体９に代えて、ＲＧＢ－ＬＥＤ複合体２
２となっており、内部の接続が異なっている。ＲＧＢ－ＬＥＤ複合体２２の内部の結線状
態を見ると、Ｒ－ＬＥＤ１１、Ｇ－ＬＥＤ１２、Ｂ－ＬＥＤ１３のカソードが共通に接続
され端子２６に接続されている。また、Ｒ－ＬＥＤ１１のアノードは端子２３に接続され
ている。また、Ｇ－ＬＥＤ１２のアノードは端子２４に接続されている。また、Ｂ－ＬＥ
Ｄ１３のアノードは端子２５に接続されている。
　また、各ＬＥＤのアノードと電源１０の正極側の間には故障検出回路６－１～６－３、
電流制御回路７－１～７－３が直列接続されている。
【００３２】
　このように接続された本実施の形態でも、第１の実施の形態と同様に、Ｒ－ＬＥＤ１１
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、Ｇ－ＬＥＤ１２、Ｂ－ＬＥＤ１３のそれぞれについて故障を検出でき、同様に動作する
ことができる。本実施の形態の動作は第１の実施の形態と同様なので動作の説明は省略す
る。
　本実施の形態は直下方式、サイドライト方式のいずれにも使用することができる。
【００３３】
（その他の実施の形態）
　第１～第３の実施の形態では故障検出回路６－１～６－３をＲ－ＬＥＤ１１、Ｇ－ＬＥ
Ｄ１２、Ｂ－ＬＥＤ１３のそれぞれ個別に接続したが、ＲＧＢ－ＬＥＤ複合体９の端子１
６と電源１０の正極側の間に挿入する、あるいはＲＧＢ－ＬＥＤ複合体２２の端子２６と
電源１０の負極側の間に挿入してＲＧＢ－ＬＥＤ複合体全体としての電流を監視すること
によって、故障を検出することも可能である。また、ＲＧＢ－ＬＥＤ複合体と故障検出回
路６－１～６－３と電流制御回路７－１～７－３の直列接続関係は適宜交換して実施でき
ることは明らかである。
【００３４】
　また、上記実施の形態では故障検出回路６－１～６－３で故障を検出したとき、電流制
御回路７－１～７－３により電流を遮断するようにしているが、電流制御回路７－１～７

－３によらず、別に電流遮断回路を設けても良い。この電流遮断回路はＲ－ＬＥＤ１１、
Ｇ－ＬＥＤ１２、Ｂ－ＬＥＤ１３の電流を一括して遮断すればよいので、例えば端子１６
と電源１０の正極側、または端子２６と電源１０の負極側の間のように共通した配線に１
つ挿入すればよい。
【００３５】
　以上、本発明を第１、第２、第３、その他の実施の形態により具体的に説明したが、本
発明はこれら実施の形態に限定されない。すなわち、本発明は、発明の要旨を変更しない
範囲で適宜実施の形態を変更して実施することができる。
【産業上の利用可能性】
【００３６】
　本発明は、テレビ、パソコン、携帯電話、各種ゲーム機器などの液晶表示装置に利用で
きる。また、カラー液晶表示装置に限らず、モノクロの液晶表示装置にも広く利用できる
。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】本発明の第１の実施の形態による液晶表示装置を横から見た図である。
【図２】本発明の第１の実施の形態を示す第１図のＡ－Ａ’矢視図である。
【図３】本発明の第１の実施の形態に使用されるＲＧＢ－ＬＥＤ複合体の拡大図である。
【図４】第３図におけるＲＧＢ－ＬＥＤ複合体のＣ矢視図である。
【図５】本発明の第１の実施の形態におけるＬＥＤユニットの構成図である。
【図６】本発明の第２の実施の形態による液晶表示装置を横から見た図である。
【図７】本発明の第２の実施の形態を示す第１図のＤ－Ｄ’矢視図である。
【図８】本発明の第３の実施の形態におけるＬＥＤユニットの構成図である。
【符号の説明】
【００３８】
１、３１・・・液晶表示パネル
２、３２・・・光学シート
３、３３・・・光拡散板
４・・・プリント配線基板
５、２１、３６・・・ＬＥＤユニット
６－１～６－３・・・故障検出回路
７－１～７－３・・・電流制御回路
８・・・バックライト光源
９、２２・・・ＲＧＢ－ＬＥＤ複合体
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１０、３０・・・電源
１１・・・Ｒ－ＬＥＤ（Ｒ（赤色）を発光するＬＥＤ素子）
１２・・・Ｇ－ＬＥＤ（Ｇ（緑色）を発光するＬＥＤ素子）
１３・・・Ｂ－ＬＥＤ（Ｂ（青色）を発光するＬＥＤ素子）
１４・・・樹脂
１５・・・光拡散板
１６～１９、２３～２６・・・端子
２０・・・バックライト調整用マイコン
３４・・・導光板
３５・・・反射シート

【図１】 【図２】



(10) JP 4558624 B2 2010.10.6

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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摘要(译)

亲切代码： 使用在现有技术的液晶显示装置中的LED光源的背光中，
R，G，如果有的话B的LED元件的故障时，在由所述LED的颜色的周围
的背光失败颜色变化大脱落然后，出现了白平衡崩溃的问题。 一 该
RGB-LED配合物9是R-LED11，G-LED12，3-一个LED的B-LED 13中，
故障时的一个R-LED11，G-LED12，B-LED13失败元件1单元故障检测
电路6 -1 至6 -3 和故障检测电路6 -1 至6 -3 倍7关闭，以切断的RGB-
LED配合物9所有的LED的当前基于失败检测信号 -1 〜7 -3 。结果，即
使RGB-LED复合物9的任何LED元件发生故障，也可以防止LED元件周
围的白平衡受到损害。 点域5
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